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食を通じて美と健康を届け
地域の彩りある暮らしに貢献する

澁谷仁志代表取締役社長。「食
を通じて社会貢献を」と、山陰
のさまざまなお客様の要望を網
羅できる店の構築を目指す。ま
た、今後はコロナで中断してい
るイベントの復活や、過疎地へ
の移動販売の取り組みも検討し
ている

陰
両
県
で
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
チ
ェ
ー

ン
を
展
開
し
た
。
70
年
代
後
半
に
は
、
全

国
的
に
も
珍
し
か
っ
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型

店
舗
を
開
設
。
野
菜
は
八
百
屋
、
肉
は
精

肉
屋
で
買
う
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た
時
代

に
、
一
つ
の
店
舗
空
間
に
あ
ら
ゆ
る
商
品

が
揃
い
、
さ
ら
に
レ
ス
ト
ラ
ン
ま
で
併
設

さ
れ
た
店
舗
は
画
期
的
だ
っ
た
。
現
在

は
、
全
国
中
小
ス
ー
パ
ー
の
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
チ
ェ
ー
ン
《
協
同
組
合
セ
ル
コ
チ
ェ
ー

ン
》
に
加
盟
し
、
従
業
員
が
各
社
の
店
舗

状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き
る
ラ

イ
ブ
カ
メ
ラ
の
導
入
や
、
社
員
を
定
期
的

に
国
内
外
の
先
進
地
に
派
遣
す
る
な
ど
、

新
し
い
も
の
を
貪
欲
に
取
り
入
れ
て
き
た
。

2
0
2
0
年
9
月
に
は
同
業
の
《
マ
ル
マ

ン
》
と
一
緒
に
な
り
、
店
舗
数
が
19
に
拡

大
し
、
市
場
シ
ェ
ア
が
一
気
に
高
ま
っ
た
。

　「
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
社
風
は
、

昔
か
ら
の
伝
統
で
す
」
と
語
る
澁
谷
社
長

は
、
原
徳
時
代
に
新
卒
入
社
し
て
以
来
、

30
年
以
上
、
会
社
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
。

社
長
就
任
前
に
は
東
京
の
グ
ル
ー
プ
会
社

に
出
向
し
、
都
会
の
ス
ー
パ
ー
の
レ
ベ
ル

の
高
さ
を
体
感
。「
都
会
は
競
合
店
が
多

い
分
、
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
、
陳
列
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
が
洗
練
さ
れ
て
い
て
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
都
会
と
山
陰
、
そ
れ
ぞ
れ
の

良
い
と
こ
ろ
を
組
み
合
わ
せ
て
発
展
さ
せ

た
い
で
す
」
と
意
気
込
む
。

　
就
任
後
、
ま
ず
組
織
体
制
と
会
議
の
あ

り
方
を
見
直
し
、
組
織
体
制
で
は
米
子
、

松
江
、
出
雲
の
3
地
区
を
そ
れ
ぞ
れ
統
括

す
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
新
た
に
配

置
し
て
本
部
機
能
の
一
部
を
委
譲
。
エ
リ

ア
内
の
情
報
共
有
や
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な

対
応
が
可
能
に
な
っ
た
。「
店
舗
に
よ
っ

て
文
化
や
ニ
ー
ズ
、
規
模
な
ど
が
異
な

り
、
店
舗
数
の
拡
大
に
伴
い
導
入
の
必
要

性
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
店

長
は
自
店
の
こ
と
し
か
把
握
で
き
な
か
っ

た
の
が
、
情
報
共
有
さ
れ
る
こ
と
で
広
い

視
野
で
店
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
」
と
、
よ
り
良
い
店
づ
く
り
に
余
念

が
な
い
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
会
議
が
ル
ー
テ
ィ
ン

に
な
り
が
ち
だ
っ
た
が
、
活
発
化
を
狙
い

バ
イ
ヤ
ー
ア
シ
ス
タ
ン
ト
制
度
を
導
入
。

さ
ら
に
本
部
主
導
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い

幅
広
い
視
点
を
求
め
た
。「
ス
ー
パ
ー
で
買

い
物
を
す
る
の
は
主
に
女
性
で
あ
り
、
現

在
、
当
社
で
商
品
開
発
に
携
わ
る
バ
イ

ヤ
ー
も
半
数
が
女
性
で
す
。
確
実
に
ニ
ー

ズ
を
つ
か
む
た
め
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
の
意
見
を
吸
い
上
げ
、
み
ん
な
の
力
を

合
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
」
と
、
社
員
の
多

彩
な
意
見
や
ア
イ
デ
ア
に
期
待
を
寄
せ
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
求
め
る
の
は
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
必
要
だ
か
ら
だ
。「
ス
ー

パ
ー
は
同
じ
こ
と
を
続
け
て
い
る
と
、
お

客
様
に
飽
き
ら
れ
て
す
ぐ
に
衰
退
し
て
い

き
ま
す
。
失
敗
を
恐
れ
ず
、
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」
と
澁

谷
社
長
。「
成
功
す
れ
ば
モ
デ
ル
店
舗
と

し
て
他
の
店
舗
に
も
展
開
し
、
失
敗
し
て

も
次
の
挑
戦
に
活
か
せ
ば
い
い
」
と
い
う

ス
タ
ン
ス
で
、
社
員
の
年
齢
や
立
場
に
関

係
な
く
挑
戦
す
る
姿
勢
を
歓
迎
し
、
社
員

の
や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
地
域
に
密
着
す
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
し
て
、
P
B
（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ブ
ラ
ン
ド
）
商
品
や
L
B
（
ロ
ー
カ
ル
ブ

ラ
ン
ド
）
商
品
の
開
発
に
も
積
極
的
だ
。

特
に
山
陰
は
海
の
幸
、
山
の
幸
に
恵
ま
れ

た
食
材
の
宝
庫
。
地
元
食
材
を
使
っ
た
惣

菜
開
発
な
ど
、
L
B
商
品
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
高
い
。「
L
B
商
品
が
ヒ
ッ
ト
す
れ

ば
農
業
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。
関
東
の
店
舗
に
グ
ル
ー
プ
展
開
で
き

る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
社
員
の
力
を
合

わ
せ
て
高
い
目
線
で
挑
戦
を
続
け
た
い
で

す
」
と
想
い
は
熱
い
。
新
入
社
員
研
修
で

は
、
社
員
同
士
の
絆
を
深
め
、
商
品
の
背

景
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
田
植
え
や
稲
刈
り

な
ど
、
店
の
外
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を

実
施
。「
食
を
通
じ
て
社
会
貢
献
が
で
き

る
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
。
食
に
興
味
が

あ
り
、
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い

を
持
っ
た
人
と
一
緒
に
、
こ
の
山
陰
と
、

会
社
を
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
、

と
も
に
挑
戦
す
る
仲
間
を
求
め
て
い
る
。

　
生
活
の
三
大
要
素
の
「
衣
食
住
」。
そ

の
う
ち
の
「
食
」
を
扱
い
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
を
支
え
て
い
る
の
が
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
だ
。「
食
が
な
け
れ
ば
人
は
生
き

て
い
け
ま
せ
ん
。
私
た
ち
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
は
、
い
か
に
食
を
安
定
し
て
仕
入

れ
、
よ
り
お
い
し
い
も
の
を
提
供
で
き
る

か
が
重
要
。
そ
の
上
で
、
お
客
様
に

『
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
だ
』
と
感
じ
て
い
た
だ

け
る
付
加
価
値
を
生
み
出
す
必
要
が
あ
り

ま
す
」
と
語
る
の
は
、
2
0
2
2
年
4
月

に
《
株
式
会
社
フ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
ホ
ッ

ク
》
の
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
し
た
澁

谷
仁
志
氏
。
ホ
ッ
ク
が
掲
げ
る
テ
ー
マ

「
美
と
健
康
」
の
体
現
を
目
指
し
な
が

ら
、
新
体
制
を
構
築
中
だ
。「
私
た
ち
が

提
案
す
る
の
は
、
大
げ
さ
な
こ
と
で
は
な

く
て
健
康
的
な
生
活
の
た
め
の
基
本
的
な

食
習
慣
。
お
客
様
が
食
を
通
じ
て
健
康
で

豊
か
な
生
活
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、

品
揃
え
や
商
品
の
見
せ
方
を
工
夫
し
て
い

ま
す
」
と
い
う
言
葉
の
通
り
、
売
り
場
に

は
新
鮮
な
生
鮮
食
品
を
メ
イ
ン
に
、
惣
菜

や
日
用
品
ま
で
色
と
り
ど
り
に
並
び
、
ワ

ク
ワ
ク
と
し
た
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
。

　
1
9
4
9
年
設
立
。
株
式
会
社
原
徳

チ
ェ
ー
ン
本
部
の
設
立
を
足
掛
か
り
に
山

新
社
長
の
も
と

組
織
の
活
性
化
を
目
指
す

食
を
通
じ
て
地
域
を
潤
す

テ
ー
マ
は「
美
と
健
康
」。

常
に
挑
戦
を
続
け
て

市
場
シェア
を
拡
大

137 136



資料請求

設　立　昭和24（1949）年10月
代表者　代表取締役社長　澁谷 仁志
社員数　1096名（男329名　女767名）
〒692-0001
島根県安来市赤江町1448-1
TEL／0854-28-8311
https://hk.freshsaeki.co.jp
◦広瀬店　◦揖屋店　◦プラーナ店 
◦山代店　◦乃木店
◦平田店　◦大社店　◦塩冶店
◦皆生店　◦昭和町店　◦伯耆店
◦安倍店　◦夜見店　◦竪町店
◦津田店　◦茶山店　◦黒田店
◦大社浜山店　◦雲南店
◦本部

2人とも売り場に出る機会
が多く、お客様から質問さ
れることもしばしば。わか
らないことは先輩社員に尋
ねて回答しているが、自分
で答えられることも増えて
「ありがとう」と感謝され
ることもやりがいだ

黒田店は規模が大きいた
め、精肉部門の予算も高
い。「予算を超えた売り上
げを出すと、達成感を感じ
ます」と平原さん。お客様
に手に取ってもらえるよう
に、品質の良い肉を見極
め、見せ方を工夫する

栗原さんは出勤後、まず各
売り場を回ってスタッフの
顔を見て挨拶し、健康状態
を確認することが日課。三
谷さんは今後、女性に優し
い地元野菜や、ブランド鶏
を使った惣菜開発を目指し
ている

栗原 大樹さん
（1999年入社）

松江地区エリア
マネージャー兼

黒田店店長 惣菜バイヤー

三谷 真里さん
（2010年入社）

黒田店精肉チーフ

平原 勝志さん
（2015年入社）

揖屋店青果担当

祖田 瑞季さん
（2022年入社）

皆生店鮮魚担当

杉谷 亜衣香さん
（2022年入社）

公式サイトは
こちら

動画サイトは
こちら

求める人材像

小売業

スーパーマーケット

株式会社 フーズマーケットホック

業種

事業
内容

◦  「食」に興味があり、おいしいものや好きなものに
こだわりのある方
◦ 新しいことに積極果敢に挑戦する方

資料請求・お問い合わせ先

0854-28-8340

hk-somu@freshsaeki.co.jp

採用直通 TEL

採用直通 E-mail

インターンシップ

会社見学

　新入社員の杉谷亜衣香さんと祖田瑞季さんは、

2人とも子どもの頃からホックが身近にあり、大人

になってから「地域に貢献したい」との思いで入社

を決意した。祖田さんは入社前に参加した東京の

グループ店舗での研修が強く印象に残っていると

いう。「それまで、スーパーはモノを買うところとい

う認識しかありませんでしたが、プロが見極めた

商品だけが並べられていて、プロの手で自分たち

の生活が支えられているのだと驚きました」

　入社後は3か月間の新人研修で各部署をロー

テーションして回り、同期との絆も深めた。新人研

修後は、杉谷さんは鮮魚、祖田さんは青果に配属

され、品出しや陳列などを担当。丁寧な指導を受

けている。「鮮魚は包丁の扱いを覚える必要があ

りますが、段階を踏んでステップアップしていま

す。わからなくても先輩たちは優しいので安心し

て質問できます」と杉谷さん。1年目ながら鮮魚惣

菜の担当も任され、やりがいは大きい。祖田さんも

またスーパーのプロを目指して前向きに仕事に取

り組む。2人は「やりがいがあり、先輩も優しくて、

それぞれが輝ける職場です」と働きやすさに納得

している。

　日々の食卓の頼もしい味方の惣菜コーナー。惣

菜バイヤーの三谷真里さんは、商品の販売計画

や商品開発を主に担当し、最近では《鶏肉と野菜

の黒酢餡》など人気商品の開発を手がけている。

「大変なのは、何をつくるかという最初の部分。自

分だけでなく、メーカーの人や上司、売り場担当

者などいろいろな人の意見を聞いて、レシピをつ

くっています」と開発の苦労を語りつつ、「売り場

の反響が良かったり、数字に表れたりするとうれし

い」と醍醐味を感じている。

　店づくりや商品づくりで能力を発揮しているの

は、松江地区エリアマネージャーで黒田店店長の

栗原大樹さん。店長業務をこなしながら松江地区

9店舗を統括し、それぞれの店舗の成功事例を他

店に水平展開させ、エリアの活性化を狙う。例え

ば、黒田店ですでに実績がある独自のチラシや、

惣菜に注力した水曜夕方マルシェの開催を他の

店舗にも展開したところ、お客様からの反響が高

く数字にも反映されている。「黒田店の成功事例

を他店で試したいと思っていたので、やりがいを

感じています。ホックは社員の裁量が大きく、挑戦

させてくれる。長く働ける理由のひとつです」

　牛、豚、鶏のさまざまな部位が鮮やかに並び、メ

インディッシュを選ぶ人で賑わう精肉コーナー。

ホックの精肉部門の中でも、もっとも規模が大き

い黒田店のチーフを任されている平原勝志さん

は、肉の品質や銘柄にこだわり、商品陳列にも工

夫を凝らす。「普段、お客様と接する機会は少ない

のですが、アンケートで『商品づくりが綺麗』『対応

が良かった』と言っていただけると、うれしく思いま

す」と笑顔を見せる。

　平原さんはスーパーや精肉店での勤務経験を

経て、ホックに入社。これまで4店舗を経験し、2年

前、黒田店に異動すると同時にチーフに就任し

た。知らないメンバーの中にチーフとして入り、手

探りのスタートだったが、職場の雰囲気づくりをし

ながら8人のスタッフとも打ち解け、今では連携も

スムーズだ。現在はシフト調整や指示出し、発注な

どのチーフとしての仕事と並行して、肉のスライ

スやカット、品出しなどを行っている。「スライスを

はじめ集中する作業が多いので、自分の仕事に責

任を持って取り組める人が向いていると感じます。

技術やセンスも必要なので、若手を育成していき

たいです」と3年目に向けて抱負を語ってくれた。

挑戦を応援してもらえて、誰もが輝ける職場

責任を持ってお客様に美味しいお肉を提供する

お客様に喜ばれる商品やお店づくりを
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